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⼦どもたちに「ライフジャケット」を︕
ー思いはただ１つ…⼦どもたちの命を守ること。ー

「⼦どもたちにライジャケを︕」
代表 森重裕⼆（ライジャケサンタ）

1

学校⾏事での溺れ

2

⼈間の⾝体はどれくらい浮くの︖
にんげん からだ う

3

「ライフジャケット」を着けていたら︖
つ

4

四万⼗川での事故

5

「関⼼のある⼈と関⼼のない⼈の“間”」
で事故が起こる。そこを埋める。
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「『ライフジャケット』を着⽤させる義務」
があるということ。

7

「ライフジャケット」を準備する責任。

8

⾹川では「ライフジャケット」に関わる
⼤きな事故が･･･

9

昨年１１⽉ 坂出市与島沖
修学旅⾏中の旅客船沈没事故

10

⾹川では、過去にも⼤きな事故が･･･

11

６６年前の「紫雲丸沈没事故」。
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この事故の教訓から
「⽔泳学習」が始まった。

13

⼩学校学習指導要領改訂で、
⽔泳運動に「安全確保につながる運動」
「続けて⻑く浮く動き」が追加。

14

送料を負担して借りる・・・︖

15

16

坂出での事故の教訓から
「ライフジャケット教育」が始まった。

17

⽔辺に連れていく時、
「ライフジャケット」を準備する義務。

⽔泳学習で「ライフジャケット」を
体験させる授業。
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まとまった数の「ライフジャケット」を
どうやって準備しますか︖

19

「ライフジャケット」がないのに、
準備しなければならないというジレンマ。

20

「ライフジャケット」をつけるべきだった・・・
と後で⾔うのは簡単。

そこに「準備」があるのかどうか。

21

官⺠連携による仕組みづくり「⾹川モデル」

企業＆
個⼈ ⾏政

ライフジャケットの寄贈
ライフジャケットの
運⽤・管理

県内各地に学校等で活⽤できる
「ライフジャケット・レンタルステーション」の充実を⽬指している。

連♥携

22

ＳＡＴＯＵＭＩ
レンタルステーション
県庁・５０個

⾹川県内のレンタルステーション

津⽥の松原海⽔浴場
レンタルステーション

⾹川ライフセービングクラブ・１０個

ライフジャケット
レンタルステーション
教育委員会・５０個

坂出市
ライフジャケットレンタルステーション

８５個

「⼦どもたちにライジャケを︕」レンタルステーション
７０個 個⼈の⽅にも貸し出し可能

坂出市まろっこひろば
ライフジャケットレンタルステーション

１０個

23

「⾹川モデル」の最終⽬標

学校や園、⼦ども会などで、使いたい時にすぐにレンタルできるシステムづくり

「ライフジャケット着⽤体験」や⽔辺の安全教育の充実
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「開設初⽇で、多くの学校や園から貸出を希望したいと
いう声が寄せられ、あっという間に８⽉上旬までの予約
がびっしりと埋まりました。学校からのニーズはあると
思っていましたが、これほどまでとは思いませんでした。」

⾹川県教育委員会保健体育課
指導主事

「ライフジャケット」が準備されて初めて、
ニーズが⽣まれる。

25

⾜りないのは、「意識」なのか︖
「ライフジャケット」なのか︖

26

コストは１着５０００円として
１００着で５０万円。

27

ニュースにならない。
何も起こらない。
笑って家に帰れる。

28

助かる事故には、
「判断」と「準備」がある。

29

「⼦どもたちにライジャケを︕」
代表 森重裕⼆（ライジャケサンタ）

絵本「かっぱのふうちゃん」
ーライフジャケットですいすいー

⼦どもの未来社より、近⽇刊⾏予定︕
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